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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・　2／13・14　4階ユーティリティーにて17：30より　課内研修リスクマネージメント「事故報告・M-SHELL分析について」があります。参加してください。

・　塚本　勝昭様～本日奥様より電話があり、内容としてはご本人の両親が奥様に対し「別れろ」　　　　　と話していて、その事で奥様的にうつ的になっているとの事。来週か再来週に奥様と奥様の母と来院するとの事です。主治医へ伝えたところこの日に来るという確約がほしいとの事なので、再度電話をかけ主治医の都合の良い日を伝えいつ来れるのか聞いて下さい。2/9　10：00主治医より、お父様との面談あります。

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様～　昨日、午前1時間、午後30分退室されている。表情は穏やかで衝動行為は見られない。褥瘡については、浸出液多量にあるが出血はなく、良性の肉芽の形成もよく創部縮小している。ポケット内にも肉芽形成みられている。夜間は、4時まで浅眠で経過し「ホールに出るのが楽しみだ」と話している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　間食要求頻回にみられているが、目つきの鋭さや不機嫌さは見られない。夜間の睡眠状態や、イライラ、妄想からの衝動行為のを観察しながら、退室時間を延ばしていけるように、バックアップしていく。褥瘡ケアや退室時にはスタッフ２名以上で対応し、日常生活動作を一通り出来るように介入していく。
吉田　福松様～夜間4：00まで不眠で経過し、便失禁多量に見られている。トイレの水を床に撒き「海の男だ」と床を踏んでいたり、魚を取る仕草など奇異な行動あり。不機嫌となり物を投げる事はなくなっている。本日、午前脱衣行為あり介入している。ご家族に許可を取り、トレーニングパンツを購入することとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　夜間の睡眠確保できるよう、布団に誘導したりと介入していく。合併症の多い方の為、バイタルサインや身体の観察を定期的にしていく。主治医より、せん妄はとれないかもとの事で状態を見ながら南病棟への移動も視野にいれていく。

＜要観察患者様について＞

中沢　匠様～9：00　本人よりテレビが見たいと訴えありＢユニットへ出た際に、他患者様と口論

となりスタッフ介入している。Ｃユニットへ戻られてからも不機嫌さあり、Ｂユニ

ットへのドアを叩く事ありスタッフ介入している。10：10　ドアを叩きスタッフ

介入にも興奮あり、舌を噛もうとされる。スタッフ数名にて抑えタオルを口に含ま

せている。興奮おさまらず頭部～頚部の痙攣軽度あり、主治医へ報告しリントン

（0.5）1Ａ筋肉注射施行。興奮落ち着くも全身脱力みられ、意識レベル3-3-9度方

式にてⅢ-200（痛み刺激で少し手足を動かしたり、顔をしかめる）と低下見られる。

バイタルサインは微熱あるのみで他は異常ない。10：30再び上肢の痙攣あり、眼球

上転も見られる。全身脱力、意識レベル改善見られず、主治医診察にて10％フェノ

バール1Ａ筋肉注射施行。5分後痙攣消失し、声掛けに反応ないが寝息たて自床にて

休まれている。13：00には覚醒され、昼食全量摂取される。以後傾眠がちとなって

いる。主治医より、様子観察の指示あり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　テレビを見たいと本人が言っても状況を見ながらＢユニットへ出てもいいか判断し

ていきましょう。他者とのトラブ

ルや興奮している時は出来るだけでないようＣユニットで経過観察しましょう。

塚田　昌様～昨日興奮し他患者様へ叫んだり、リンゴをにぎりつぶしスタッフに「カバン盗んだ

だろ」と怒り口調で話したり、スタッフの手首をつかみ蹴ろうとしたりと妄想様発

　　　　　　言聞かれている。一昨日準夜帯で尿失禁あり、御家族へ確認取りトレーニングパン

ツ購入を検討していく。歩行状態を観察しつつ、転倒に注意していく。無理をさな

ないで、車椅子があいていたら車椅子で移動して頂く。本日は、午前は自室で休ま

れていた。昼食後薬の吐薬３回あるが、時間をあけて服用をすすめていく。スタッ

フの目の届く所にいて頂くようにする。

柏崎　貞司様～2/7準夜帯　粘液性の排便見られている。便の性状やタール便の有無等観察して

いく。













